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※解答にあたっては、各選択肢に記載されている事項以外は考慮しないものとする。 

 
問１ 海上運送法の目的に関する次の記述中、A、B に当てはまる語句の組合せとして正しいのは

どれか。 
 

海上運送法の目的は、海上運送事業の運営を適正かつ合理的なものとすることにより、輸

送の安全を確保し、海上運送の（A）を保護するとともに、海上運送事業の健全な発達を図り、

もって（B）を増進することである。 
 

１. A：利用者の利益 B：公共の福祉 
２. A：利用者の利益 B：定時運航率 
３. A：提供者の利益 B：公共の福祉 
４. A：提供者の利益 B：定時運航率 

 
 
問２ 安全管理規程に記載しなければならない内容として、最も妥当なのはどれか。 
 

１. 発航を中止すべき基準を超えた悪天候時に出航できるようにするための、安全確保に  

関する事項。 
２. 危険物をはじめ、旅客の安全を害するおそれのある物品の取扱いに関する事項。 
３. 船舶ごとの安全統括管理者の選任及び解任に関する事項。 
４. 事業の収支改善による安全設備の強化のための取組に関する事項。 

 
 
問３ 安全統括管理者や運航管理者の選任に関する次の記述中、A、B に当てはまる語句の組合せ

として正しいのはどれか。 
 

人の運送をする船舶運航事業者は、安全統括管理者（A）運航管理者を選任しなければなら

ない。 
人の運送をする船舶運航事業者は、安全統括管理者又は運航管理者を選任し、又は解任し

たときは、（B）その旨を国土交通省に届け出なければならない。 
 

１. A：及び B：当該選任又は解任の日から 15 日以内に  
２. A：及び B：国土交通大臣からの要請を受けた場合に  
３. A：又は B：当該選任又は解任の日から 15 日以内に 
４. A：又は B：国土交通大臣からの要請を受けた場合に 
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問４ 安全統括管理者の職務に関する次の記述のうち、最も妥当なのはどれか。 
 

１. 船舶の運航に関する計画を策定すること。 
２. 輸送の安全を確保するために必要となる事業収益を確保すること。 
３. 輸送の安全を確保するための事業の実施及びその管理の体制を整備すること。  
４. 安全統括管理者と運航管理者の兼務禁止について遵守すること。 

 
 
問５ 安全統括管理者の対応として、最も妥当なのはどれか。 
 

１. 経営の責任者や運航管理者と協力し、安全管理規程を定めたが、ほかの従業員への周知

は特に行わなかった。 
２. 船舶の運航の安全管理体制の運用については、教育・訓練の企画・実施も含め、全て運

航管理者に一任し、自らは特に対応をしなかった。 
３. 安全運航に必要な設備の老朽化が進みつつあったので、経営の責任者に設備の入替を進

言した。 
４. 安全統括管理者が定年退職したので、新たに選任するまでの１年間は、適切な安全統括

管理者資格者証を持たない運航管理者が代理で対応した。 
 
 
問６ 安全統括管理者資格者証に関する次の記述のうち、最も妥当なのはどれか。 
 

１. 安全統括管理者資格者証の有効期間は 2 年であるので、2 年毎に安全統括管理者試験を

受験し、試験に合格しないと資格者証の更新を受けることはできない。 
２. 海上運送法に基づき安全統括管理者資格者証の返納を命じられた場合、その日から 1 年

を経過しない限り、新たに安全統括管理者資格者証の交付を受けることができない。 
３. 安全統括管理者資格者証の交付を受けていれば、運航管理者資格者証の交付を受ける際

に、船舶の運航に関する実務の経験は免除される。 
４. 人の運送をする船舶運航事業者は、事業運営上の重要な決定に参画する管理的地位にあ

る者であって、必要な安全統括管理者資格者証の交付を受けている者のうちから、安全

統括管理者を選任しなければならない。 
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問７ 安全統括管理者及び運航管理者に関する次の記述のうち、適切なものに〇、適切でないも

のに×をつけた場合、組合せとして正しいのはどれか。 
 

A： 国土交通大臣は、安全統括管理者又は運航管理者がその職務を怠った場合であって、当

該安全統括管理者又は運航管理者が引き続きその職務を行うことが輸送の安全の確保に

著しく支障を及ぼすおそれがあると認めるときは、人の運送をする船舶運航事業者に対

し、当該安全統括管理者又は運航管理者を解任すべきことを命ずることができる。 
B： 国土交通大臣は、安全統括管理者資格者証又は運航管理者資格者証の交付を受けている

者が海上運送法若しくは海上運送法に基づく命令又はこれらに基づく処分に違反したと

きは、その安全統括管理者資格者証又は運航管理者資格者証の返納を命ずることができ

る。 
 

１. A：○ B：○ 
２. A：○ B：× 
３. A：× B：○ 
４. A：× B：× 

 
 
問８ 船舶が事故を起こした場合の通報先に関する次の記述のうち、A、B に当てはまる語句の組

合せとして正しいのはどれか。 
 

・海上で事故を起こした場合：（A） 
・湖や河川で事故を起こした場合：（B） 

 
１. A：海上保安庁の緊急通報用電話番号「１１７番」 

B：警察の緊急通報用電話番号「１１０番」 
２. A：海上保安庁の緊急通報用電話番号「１１８番」 

B：警察の緊急通報用電話番号「１１０番」 
３. A：警察の緊急通報用電話番号「１１０番」 

B：海上保安庁の緊急通報用電話番号「１１７番」 
４. A：警察の緊急通報用電話番号「１１０番」 

B：海上保安庁の緊急通報用電話番号「１１８番」 
 
 
 
 
 
 
 



大型船舶安全統括管理者試験 

問９ 旅客名簿に関する次の記述のうち、適切なものに〇、適切でないものに×をつけた場合、

組合せとして正しいのはどれか。 
 

A： 旅客名簿の備え置きは、全ての旅客船事業者に義務付けされている。 
B： 旅客名簿は船内に備え置かなければならない。 

 
１. A：○ B：○ 
２. A：○ B：× 
３. A：× B：○ 
４. A：× B：× 

 
 
問１０ 人の運送をする船舶運航事業者の対応に関する次の記述のうち、適切なものに〇、適切

でないものに×をつけた場合、組合せとして正しいのはどれか。 
 

A： 経営の責任者が交代になったので、安全管理規程を変更して運輸局へ届出を行った。 
B： 旅客が閲覧できるように、営業所の分かりやすいところへ安全管理規程を備え置いた。 

 
１. A：○ B：○ 
２. A：○ B：× 
３. A：× B：○ 
４. A：× B：× 

 
 
問１１ 救命器具の取扱いに関する次の記述のうち、最も妥当なのはどれか。 
 

１. 事故時の衝撃で簡単に外れることがないよう、救命浮環を人の手では外せないように厳

重に固定した。 
２. 救命胴衣は、めったに使用することはないため、多少の傷や穴は修理しなかった。 
３. 救命浮環の代わりに、救命浮器を備え置いた。 
４. 救命胴衣の見やすい場所に、船名及び船舶所有者名を表示した。 
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問１２ 天気に関する次の記述のうち、最も妥当なのはどれか。 
 

１. 低気圧とは、周囲よりも相対的に気圧が低く、中心部では上昇気流が発生し、一般的に

天気は悪い。 
２. 低気圧とは、周囲よりも相対的に気圧が高く、中心部では上昇気流が発生し、一般的に

天気は良い。 
３. 高気圧とは、周囲よりも相対的に気圧が高く、中心部では下降気流が発生し、一般的に

天気は悪い。 
４. 高気圧とは、周囲よりも相対的に気圧が低く、中心部では下降気流が発生し、一般的に

天気は良い。 
 
 
問１３ 冬によくみられる「西高東低の気圧配置」に関する次の記述のうち、最も妥当なのはど

れか。 
 

１. 日本海側で晴れやすく、太平洋側は雪が降りやすい。 
２. 日本海側で雪が降りやすく、太平洋側は晴れやすい。 
３. 日本海側、太平洋側ともに晴れやすい。 
４. 日本海側、太平洋側ともに雪が降りやすい。 

 
 
問１４ 大型船舶安全統括管理者試験に合格した者の安全統括管理者資格者証の申請に関する次

の記述のうち、最も妥当なのはどれか。ただし、申請者には乗り組み経験や運航管理の経験

はないものとする。 
 

１. 運輸局が実施する 1 時間の勉強会に参加したうえで、資格者証の取得を申請した。 
２. 登録講習機関が実施する 1 時間の勉強会に参加したうえで、資格者証の取得を申請した。 
３. 大型船舶の安全に関する業務の経験を半年積んだうえで、資格者証の取得を申請した。 
４. 大型船舶の安全に関する業務の経験を 1 年積んだうえで、資格者証の取得を申請した。 
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問１５ 船長は、他の船舶又は航空機の遭難を知った場合、船員法に基づき、船長が実施すべき

事項に関する次の記述中、A、B に当てはまる語句の組合せとして正しいのはどれか。 
 

船長は、他の船舶又は航空機の遭難を知ったときは、（A）に必要な手段を尽さなければな

らない。但し、自己の（B）する船舶に急迫した危険がある場合等は、この限りでない。 
 

１. A：人命の救助 B：所有 
２. A：人命の救助 B：指揮 
３. A：自船の帰港 B：所有 
４. A：自船の帰港 B：指揮 

 
 

問１６ 安全統括管理者及び運航管理者の対応に関する次の記述のうち、最も妥当なものはどれ

か。 
 

１. 事故が発生した場合は、発生から 10 年以内に、乗組員等に対し、事故の再発防止に向け

た安全教育を実施する。 
２. 事故が発生した場合は、発生から 10 年以内に海難その他事故等の事例を調査研究し、乗

組員に周知徹底をはかる。 
３. 乗組員等に対し、安全管理規程や関係法令等について、理解しやすい具体的な安全教育

を定期的に実施する。 
４. 乗組員等に対し、安全管理規程や関係法令等について、理解しやすい具体的な安全教育

を１回に限り実施する。 
 
 

問１７ 船舶検査に関する次の記述のうち、適切なものに〇、適切でないものに×をつけた場合、

組合せとして正しいのはどれか。 
 

A： 船舶の長さ、幅又は深さの変更その他船体の主要な構造の変更で船体の強度、水密性又

は防火性に影響を及ぼす改造が行われた場合には、臨時検査を受検する必要がある。 
B： 中間検査とは、定期検査と定期検査の間において、基準に適合しないおそれがあって、

国土交通大臣が特に必要があると認めるときに行う検査のことである。 
 

１. A：○ B：○ 
２. A：○ B：× 
３. A：× B：○ 
４. A：× B：× 
 
 



大型船舶安全統括管理者試験 

問１８ 船舶に備える救命設備に関する次の記述中、A、B に当てはまる語句の組合せとして正し

いのはどれか。 
 

人の運送をする船舶運航事業の用に供する船舶については、原則として、最低水温が（A）

になるおそれのある水域では、（B）を備えなければならない。 
 

 
１. A：20 度未満 B：救命艇に救難食料、笛または同等の音響信号器 
２. A：20 度未満 B：荒天時に落水せず乗り移りが可能な救命いかだ 
３. A：10 度未満 B：救命艇に救難食料、笛または同等の音響信号器 
４. A：10 度未満 B：荒天時に落水せず乗り移りが可能な救命いかだ 
 
 

問１９ 船員法に基づく、船員の配置に関する次の記述中、A、B に当てはまる語句の組合せとし

て正しいのはどれか。 
 

船長は、通常の場合における（A）作業の時間帯及び作業内容に関し、国土交通省令で定め

るところにより、通常配置表を定め、これを（B）その他適当な場所に掲示しておかなければ

ならない。 
 

１. A：陸上従業員の B：船員室 
２. A：陸上従業員の B：船長室 
３. A：船員の船内  B：船員室 
４. A：船員の船内  B：船長室 
 
 

問２０ 船員法に基づく、教育訓練に関する次の記述のうち、最も妥当なのはどれか。 
 

１. 旅客船の船長は、機関の操作に関する事項について、甲板部の職員に対し教育訓練を実

施しなければならない。 
２. 旅客船の船長は、機関の操作に関する事項について、機関部の職員に対し教育訓練を実

施しなければならない。 
３. 旅客船の船舶所有者は、旅客の安全の確保に関する事項について、乗組員に対し教育訓

練を実施しなければならない。 
４. 旅客船の船舶所有者は、機関の操作に関する事項について、船長及び甲板部の職員に対

し教育訓練を実施しなければならない。 
 
 
 


